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あ
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は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
、
ふ
る
さ
と
五
城
目

会
に
入
会
し
た
錦
織
と
申
し
ま
す
。
私
は
埼
玉
県

所
沢
市
に
居
住
し
て
お
り
ま
す
が
、
祖
父
が
五
城

目
町
で
生
ま
れ
、
旧
五
城
目
町
の
町
長
を
務
め
ら

れ
た
北
嶋
卯
一
郎
さ
ん
と
従
兄
弟
関
係
で
あ
る
こ

と
な
ど
、
五
城
目
町
と
の
深
い
ご
縁
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
祖
父
自
身
は
若
く
し
て
町
を
離
れ
ま
し
た
が
、

父
が
戦
争
に
向
か
う
際
に
は
北
嶋
家
で
壮
行
会
が

開
か
れ
た
と
聞
き
、
先
祖
代
々
の
墓
が
五
城
目
町

内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
城
目
町
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
父
が
、
能
代
に
い
た
叔

母
か
ら
墓は

か
も
り守
を
継
承
し
て
以
来
、
毎
年
５
月
の
連

休
に
お
墓
参
り
の
た
め
に
五
城
目
町
を
訪
れ
る
こ

と
が
恒
例
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
中
断
し
ま

し
た
が
、
今
年
で
40
年
の
歳
月
を
数
え
ま
し
た
。

父
が
亡
く
な
っ
た
後
は
弟
と
２
人
で
そ
の
役
目
を

引
き
継
ぎ
、
五
城
目
町
の
歴
史
や
自
然
に
触
れ
る

こ
と
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
五
城
目
町
を
訪
れ
て
は
、
森
山
や
五

城
目
城
、
映
画
「
釣
り
キ
チ
三
平
」
の
舞
台
と
も

な
っ
た
馬
場
目
川
上
流
な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
触

れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
ま
だ
訪
ね

て
い
な
い
場
所
も
多
く
、
１
年
の
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
る
中
で
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て

な
い
ま
ま
再
訪

し
て
は
、「
ま
た

次
回
に
」
と
思

う
こ
と
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

ま
だ
子
ど
も
が

幼
い
頃
は
、
家
族
と
共
に
寝
台
列
車
で
訪
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
３
年
は
孫
も
一
緒
に
訪
れ
て
い

ま
し
て
、
年
中
行
事
と
し
て
今
後
も
続
け
ら
れ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」
の
お
か
げ
で
ア
ク
セ

ス
が
便
利
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
所
沢
市
か
ら
五

城
目
町
は
「
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
く
る
ね
」
と
い
う

距
離
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
五

城
目
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
町
の
広
報
紙
を
通
じ

て
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
で
、
五
城
目
町
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま

で
接
点
の
少
な
さ
か
ら
申
し
訳
な
く
思
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
五
城
目
町
に
対
す
る
深
い
思
い

を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
思
い
を
基
に
、
五
城

目
町
や
会
員
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

ふ
る
さ
と
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ふ
る
さ
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城
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会
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し
た
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家族と共に五城目を訪れた際の様子（一番左が錦織さん）

五城目町シルバー人材センターでは

お 仕 事 承 り ま す

一般社団法人 五城目町シルバー人材センター 〒018-1725 五城目町西磯ノ目一丁目６-10
（五城目町保健介護支援センター２階）

☎853・8701

大工・左官関連、襖・障子張り、草取り、草刈、薬剤散布、樹木の剪定、立木伐採、
水田作業、畑作業、ハチの巣駆除、廃棄物運搬処理、清掃・片付け、冬囲い、除排雪、
宛名書き、賞状書き、チラシ配布、買い物代行、病院付添い、他　要相談

ふすま

主　　な
仕事内容

����
集落支援員の �����Gojome!
　こんにちは！集落支援員の越高です。「支援員っ
て何しているの？」という方も多くおられると思い
ますが、２年目で、少しですが住民の皆さんとつな
がることができるようになってきていると感じてい
ます。
　現在行っている戸別訪問では、多くの皆さんのお
話を伺い、住みやすさ、住みにくさ、寂しさ、嬉しさ、
など様々な想いに、日々うなずく自分です。
　テレビでも聞いたことがありますが、五城目でも、
遊び仲間がいたり、親族がいたりしても、「孤独を
感じることがある」という方が沢山います。わたし
たちは、ただ「いる」ことができる、共感を感じら
れる場や、本来の自分を出せるような余白のある場
をつくりたいと思います（頼って下さいネ！）。
　６月15日は第２回「馬場目の未来を語る会」を開
催しました。県農山村振興課からは、事例や住民に

よる活動報告などがあり、有意義な会となりました。
６月28日は男鹿市の集落支援員さんや住民さんと
一緒に意見交換やランチづくりをします。
　徐々に皆さんの所へもお邪魔しますので、よろし
くお願いいたします。

６月の「馬場目の未来を語る会」

「貸し棚おうみや」で行った味噌玉づくりの様子

地方自治体から委嘱を受けて集落の
維持・活性化を支援しています。

集落支援員とは？

18歳までの子どもがいる世帯に、子ども１人当
たり２万円を給付します。

●対象世帯
　令和７年７月１日現在で町住民基本台帳に記載
されている18歳までの子どもがいる世帯

●申請方法
７月中旬頃までに対象世帯へ書類を発送します。

申請が必要な方には、申請書を同封しますので、町健
康福祉課へ申請してください。

●申請期限　８月15日㈮

□申・□問��町健康福祉課（☎853・0705）

子育て世帯応援給付金事業第75回「社会を明るくする運動」
～７月は強調月間～

　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯
罪・非行の防止や罪を犯した人たちの更生について理
解を深め、犯罪や非行のない明るい社会を築く全国的
な運動です。
７月５日㈯午前10時から、朝市通りで、保護司会・
更生保護女性会の皆さんによる「朝市キャンペーン」
を行います。犯罪や
非行を防止し、立ち
直りを支える地域の
力を育みましょう。

昨年に実施した「朝市キャンペーン」の様子


